１　漢字①

１
⑴ わる、びょういん　　⑵ の、ゆだ　　　　⑶ かせき、けんきゅう
⑷ でんちゅう、む　　　⑸ せかい、しま
２
⑴ か、こうたい　　　⑵ き、けっちゃく　　⑶ じてんしゃ、ころ、
⑷ やね、おくない　　⑸ たま、そっきゅう
３
⑴ 安心、祭　⑵ 客、予感　　　⑶ 館、駅
⑷ 葉、調　　　⑸ 海岸、写真
４
⑴ 住、主　　⑵ 坂、板　　⑶ 持、待
⑷ 寺、等　　　⑸ 短、登

おうちのかたへ
漢字の学習を通して、「委ねる」などのふだんはなかなか使わない言葉を知り、覚えていけるようにしましょう。

１ ⑴「悪」の「アク」という読み方は音読みです。訓 (くん)読みとまちがえやすいので、注意がひつようです。
３ ⑵「感」は、「一」の下に「口」です。ぎゃくに書かないように注意がひつようです。
４ 形がにていてまちがえやすい漢 (かん)字 (じ)なので、気をつけましょう。
28　送 (おく)りがな

１
⑴　イ　　⑵　ア　　⑶　イ　　⑷　イ　　⑸　ア
⑹　ア　　⑺　イ　　⑻　ア　　⑼　ア　　⑽　イ
２
⑴　①　そだ　②　はぐく　　⑵　①　にが　②　くる
⑶　①　さいわ　②　しあわ　　⑷　①　おも　②　かさ
⑸　①　き　②　け
３
⑴　遊びたい　　⑵　寒い　　⑶　曲がって
⑷　美しい　　　⑸　短い
４
⑴　終わる　　⑵ 整える　　⑶ 返します
⑷　転がって　 ⑸ 集まった　⑸ 軽い　

おうちのかたへ
送り仮名の付け方には基本的なルールがあるので、ルールを覚えましょう。ただし、例外もあるので、迷った場合には辞書で確認し、個別に覚えておく習慣をつけておくとよいでしょう。

１ ⑴～⑷は、形がかわる部 (ぶ)分 (ぶん)から送 (おく)りがなにするというルールをおぼえましょう。たとえば、⑴の「運ぶ」は「運ばない」「運びます」のように「ぶ」の部分の形がかわります。⑸～⑺は、「しい」「かだ」「らかだ」はこの部分から送りがなにするというルールです。
